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ミツバチ科学研究施設から

ミツパテ科学研究施設

図書 ･論文 ･資料 リス ト (2002)

図 書

松香光夫 (監訳).ミツパテと代替医療一医療現

場での可能性を探る- (パメラ･マン/ リチ

ャー ド･ジョーンズ編).フレグランスジャ

ーナル社.123pp.
中村 純 (分担執筆).観察巣箱からひろがるミ

ツバチの宇宙.ポピュラー ･サイエンス244

動物たちの気になる行動 (2)一恋愛 ･コミ

ュニケーション編- (上田恵介 ･佐倉 統監

修).裳華房.pp.82-92.
小野正人 (分担執筆).スズメバチの眼からみた

都市化.ポピュラー ･サイエンス241都市動

物の生態をさぐる一動物か らみた大都会-

(唐沢孝一編).裳華房.pp.30-44.
小野正人 (分担執筆). 原色ワイ ド図鑑 昆虫

Ⅱ･クモ (岡島秀治監修).学習研究社.240

pp.
吉田忠晴 (編).そだててあそばう42 ミツパ

テの絵本.農文鼠 36pp.

ビデオ監修

松香光夫 ･吉田忠暗 (監修).私たちの健康に役

立っ ミツバチからの贈り物.社会教育映画

㈱.

学術論文 ･記事

新島恵子 ･吉田貴久 ･秋元俊男.日本産クサカ

ゲロウの大量飼育のための採卵方法と成虫の

冷蔵保存.玉川大学農学部研究報告 42:15-
29,

佐々木正己 ミツバチにおける飛行機能と飛招

筋の多機能化. ミツバチ科学 23(2):58-64.

佐々木正己. 日本在来種 ミツバチ,その現状

と遺伝子資源としての評価.農林水産技術研

究ジャーナル25(12):41-44.
赤松えり子 ･中村 純. ミツバチの糞につい

て～アンケート調査の結果から. ミツバチ科

学 23(1):5-ll.
星野夏生 ･中村 純.腐姐病予防薬の ミツバチ

生産物への移行と残留. ミツバチ科学 23(2):
65-70.

中村 純 ･中村佳子. ミツバチと人間のための

環境保全活動-キーントーン財EB-. ミツバ

チ科学 23(3):129-132
Takahashi,J.,J.Nakamura,M.Sasaki,S.

TingekandS.Akimoto.New haplotypes

for the non-co°ing reglOn Of

mitochondria DNA in cavity-nesting

honeybeesApiskoschevnikoviandApis
nuluensis.Apidologie33:25-31.

Takahashi,J"S.Akimoto,E.Hasegawa

and ∫. Nakamura. Queen mating

frequenciesandgeneticrelatednessbe-

tween workers in the hornet Vespa
ducaliS (Hymenoptera:Vespidae).Appl.

Entomol.Zool.37(3):481-486.
浅田真一 ･小野正人.オオマルハナバチとクロ

マルハナバチの実用化に向けた室内飼育技術

の効率化一劣勢なコロニーの早期検出法につ

いて.日本応用動物昆虫学会誌 46:73-80.

小野正人.スズメバチの生態と機能利用.クリ

ンネス202:25-32.

小野正人.セイヨウオオマルハナバチ一輪入開

始後 10年間を振り返る.国立科学博物館ニ

ュース399:ll-13.

吉田忠晴.ベ トナム北部山岳地域における養

蜂. ミツパテ科学 23(1):27-36.
吉田忠晴 ･青木圭三.二ホンミツバチ分蜂誘導

器. ミツバチ科学 23(3):133-135.
高橋純一 ･吉田忠晴.対馬の トウヨウミツバチ

の系統的位置. ミツバチ科学 23(3):115-

120.

その他の記事

松香光夫 (文責).中国産-チミツに抗生物質が

残留 その経過と対応. ミツバチ科学 23(2):
91-92.

校香光夫.健康食品と代替医療 (参考図書紹

介). ミツパテ科学 23(2):93.

小野正人.机の上のスズメバチ.全人 No,

651.pp.34-37.
小野正人.第 6回アジア養蜂研究協会大会に出

席 して. ミツバチ科学 23(2):85-88.

小野正人.第 14回社会性昆虫学会議に出席 し

て. ミツバチ科学 23(3):136-141.
吉田忠晴. ミツバチの国際会議.全人 No.

651.pp.38-39.

学術 ･一般発表

(口頭 ･ポスター発表,依頼講演)

松香光夫. ミツバチ生産物の研究.兵庫県養蜂
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振興会養蜂講習会 (神戸)

小野正人 .花を育てた-チたち.(都立高尾自然

科学博物館自然講座)

小野正人.社会性-チ類が生産する特異的栄養

物質.㈲農林水産技術情報協会主催の公開シ

ンポジウム (家の光協会)

藤幸知子 ･竹内秀明 ･小野正人 ･大岡静衣 ･野

本明男 ･佐々木哲彦 ･久保健雄.攻撃性の高

いミツバチの脳特異的に検出される新規など

コルナウィルスゲノムRNA.第 73回日本

動物学会 (金沢大学)

藤幸知子 ･竹内秀明 ･小野正人 ･大岡静衣 ･野

本明男 ･佐々木哲彦 ･久保健雄.攻撃性が高

いミツ/ヾチの脳特異的に検出される新規ピコ

ルナ様ウィルスゲノムRNA.Agg12の同定

と解析.第 73回日本動物学会 (金沢大学)

藤幸知子 ･竹内秀明 ･小野正人 ･大岡静衣 ･野

本明男 ･松尾祥子 ･藤縄由美 ･加藤あずさ･

辻本敦美 ･佐々木哲彦 ･久保健雄.攻撃性が

高いミツパテの脳特異的に検出される新規昆

虫ピコルナ様ウィルスゲノムRNAKakugo
の同定とミツパテの攻撃行動に関連する遺伝

子群の解析.第 25回日本分子生物学会 (横

浜パシフイコ)

Fujiyuki,T.,H.Takeuchi,M.Ono,T.
Sasaki,S.Ohka,A.Nomoto and T.
Kubo.IdentificationofanRNAdetected

specificallyinthebrainoftheaggres-

sivehoneybeesanditsidentificationas

the genomic RNA of a novel

picornavirus.第 12回Eg際 ウィルス会議

しべり)

吉田忠暗.蜜蜂の飼養と疾病対策.家畜衛生講

習会基本講習会 (独立行政法人動物衛生研究

所 つくば)

第46回日本応用動物昆虫学会大会講演要旨

(東京農業大学)

新島恵子 ･徳野純也.日本産クサカゲロウの天

敵資材としての適用性.p.94.
白野学 ･小野正人.スズメバチ属に誘引活性を

もっ発酵香気成分を利用した トラップ開発の

試み.p.73.

佐々木正己. ミツバチはどこで行動を予見して

いるか.p.86.
高木利幸 ･高橋純一 ･佐々木正己.ニホンミツ

バチのワーカー産卵について.p,73.

市川直子 ･佐々木正己 ･岩崎雅行 ･富永佳也.

ミツバチの嘆覚学習と脳キノコ体の構造の変

化～とくに経験の影響について～.p.86.
政所名積 ･佐々木正己 ･光畑雅宏 ･光畑明子 ･

A.C.Nilssen.マル-ナバチの活動 リズムに

見られる高緯度適用.p.87.

吉田忠晴 ･石渡佐弥子 ･小林空宏 ･中村 純 ･

佐々木正己 在来種ニホンミツバチの選抜育

種と養蜂種としての利用.p.88.

XIVInternationalCongressofIUSSIPro-

ceedings (27 July -3 August 2002).

Hokkaido University, Sapporo, Japan.

233pp.

Kasahara, R., ∫. Nakamura and M.

Matsuka.SigniBcanceofcaulkingbehav-

iorofhoneybees,ApismelliferaandA.
ceranajaponica.p.218.

Asada,S.andM,Ono.2002.Comparative

studies on colony preference in local

populationsofJapanesenativebumble-

bees,BombushyPocrita and A ignitus

(Hymenoptera: Apidae) as promising

candidatesforcommercialpollination.p.
152.

Okamoto,A.,∫.Takahashiand M.Ono.

Comparativestudiesonthesocialpara-

sitlC hornet,Vespa dybowskiiand its
hostsV.Crabroand V.simillimawith

specialreferenceto phylogeneticposi-

tionandcuticularhydrocarbons.p.140.

Ayabe,T.,H.HoshibaandM.Ono.Infl-

uenceofinbreedingonthecolonydeveト

opment in the bumblebee, Bombus
terrestris.p.150.

Sasaki,M,,N.IchikawaandM.Iwasaki.

Developmentoflearningcapabilityand

relatedbrainstructuresinthehoneybee,

Apismellifera.p.122.

Ichikawa,N.,M.Iwasaki,M.SasakiandT,

Yoshiya.Neuroanatomicalplasticity in

honeybee brains associated with ex-

perience-dependentacquisitionoflearn-

ingcapability.p.127.

Yoshida,TリS.Ishiwata,T.Kobayashi,J.

Nakamuraand M.SasakiBreedingof

desirablestrainsofnativeJapanesehon-

eybeeforaplCulturalpurposes.p.150.

Abstractsof6thAsianApiculturalAsso-

ciation (AAA)InternationalConference

(24 Feb.-1 March 2002).Banngalore,

India.226pp.

Takahashi,∫.,∫.Nakamura,M.Sasaki,T.

YoshidaandS.DeowanishPhylogenetic

relationshipsandlevelsofpolyandryof

Apisdorsata.p.48.



Ono,M.,T.Sato,G.Kato,T.Yoshidaand
M.Sasaki.Orientalorchidmimicssemi一

〇chemicalinteractionbetweenJapanese

honeybeeandgianthornet.p.139.
Ono, M., M.Matsuka, M. Sasaki, T.

Yoshida,∫.Nakamura,S.AsadaandM.

Mitsuhata.Significanceofartincialaug-

mentation of indigenous bumblebees

speciesasnew bioresources.p.43.

雑誌 ･パンフレッ トなどの掲載

ナショナルジオグラフィック日本版 10月号.

日本新発見 ミツバチがランで学習.掲載:

小野正人

よいこのがくしゅう5 学研. とろとろはちみ

つ.掲載:吉田忠暗

ちゃぐりん 5 家の光協会.GO!GO!ミツパ

テ追跡調査隊.掲載:吉田忠晴

特 許

スズメ/ヾチ捕殺用合成誘引剤 (特願 2002-

0209135)出願

テレビ･ラジオ出演

日本テレビ｢所さんの目がテン｣1月28日.礼

会性蜂類の越冬生態 撮影協力:小野正人

日本 テレビ ｢所 さんの目がテン ス ミレの科

学｣4月7日.出演:小野正人

TBS｢ニュースの森｣8月5日.都市環境に適

47

応するスズメバチ類の習性に関してコメント

出演:小野正人

フジテレビ ｢スーパ一 ･ニュース｣8月30日.

都会で増加するスズメバチの生態に関 してコ

メント 出演:小野正人

フジテレビ ｢スーパ一 ･ニュース｣9月2日.

スズメバチの危険性に関 してコメント 電話

出演:小野正人

日本テレビ｢ニュース ･プラス 1｣9月 11日.

スズメバチの生態に関 してコメント 出演:

小野正人

NHK ｢ためしてガッテン -チ ミツ｣9月 11

日.巣板上での働 き蜂の扇風行動 撮影協

力:吉田忠暗

テ レビ朝 日 ｢ワイ ドスクランブル｣10月7

日.スズメバチの生態に関 してコメント 出

演:小野正人

米国ナショナルジオグラフィック協会制作の

｢Hornetsfrom Hell｣が全米で放映 10月

27日.サイエンティフイツクコンサルタン

トとして出演:小野正人

新聞掲載

東京新聞 ショッパー ･8月29日.社会性-チ

類の機能利用に関する研究.掲載:小野正人

読売新聞 ･9月 15日.都会におけるスズメバ

チの生態 掲載:小野正人

朝日新聞 ･10月 13日.玉川大 生物資源学科

｢有用昆虫研究｣掲載 :佐々木正己


